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佐賀県

鳥栖市

佐賀県の「鳥栖プレミアム・アウトレット」
を訪れた夫と私。到着した時、時計の針は
すでに正午を回っていたので、とりあえず
はフードコートへ。広い敷地に様々な店が
並んでおり、平日の昼過ぎにもかかわらず、
案外、混み合っている。
　店内のあちこちに掲げられている禁煙マ
ークに気づいた私たちは、外のテラスで食
事をすることにした。まだ肌寒さは残るも
のの、天気もいいし、なによりタバコが吸
えるなら…と思ったのだ。ところが、テラ
スに並んだテーブルの上にも、大きな「禁
煙マーク」が…。よく見ると、もともと灰
皿として使われていたとおぼしき筒状の入
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難しいところ…
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れ物に、蓋をするように「禁煙マーク」が
貼り付けられている。
　それを眺めて呆気に取られているうち、
ハタと友人の言葉を思い出した。「最近、自
分がタバコに振り回されている気がして、
何か面倒になってきた」。喫煙するために
は喫煙できる場所を探さなければならない
し、あったとしてもそれは電話ボックスの
ようなガラス張りの小さな箱だったりして
…どこかもの悲しい。それで、友人はすっ
ぱりタバコを止めたのだ。
　確かに、彼の言う通りかもしれない。嗜
好品のはずなのに、肩身の狭い思いをして
いる、どこか腑に落ちない感じ…。タバコ

云々より、そっちの方が精神的によろしく
ない気がしてくる。だから（止めようかな）
と思い始めてはいるのだが…これを書いて
いる最中も、気がつくとタバコへと手が伸
びていた。


